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・背景 

作る 

下(従) 

上(主) 

対等 

Microsoft 人工知能（AI）が人の知能（HI）と出会うとき 
https://news.microsoft.com/ja-jp/features/when-ai-meets-hi/ 等による 
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 「AIにとって、ヒトの行動パターンの規則性
を見出し、次の行動を予測する（=学習す
る）ことが必要である」のではないか。 

 

 

 学習によって、ヒトの行動を予測できるよう
なAIを作成し、実際に学習させてみよう！ 

 



第一段階として、ゴップというトラン
プゲームをAIにやらせてみる。 

 →ゴップ：ルールがシンプル 

      行動を予測する要素が強い 
 

プログラミング言語は、Pythonを用い
るのがよいだろう。 

   →Python：可読性が高い 

      パッケージが多い 
Pythonの長所と短所についての考察 
https://qiita.com/KatsunoriNakamura/items/dd567ea7cfaa99685453 による 
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・目的 

＜ 

70%の勝率 



・ゴップのルール 

♥ ♦ 

PLAYER AI 

♠ 
DECK 



♥ ♦ 

PLAYER AI 

♠ 

DECK 

7 



♥ ♦ 

PLAYER AI 

♠ 
DECK 

7 

8 5 



♥ ♦ 

PLAYER AI 

♠ 
DECK 

7 

8 5 

♠ 
7 



PLAYER AI 

7 

9 

J 

Q 

5 

2 K 

10 

 8 

 6 

4 

3 

A 



PLAYER AI 

7 

9 

J 

Q 

5 

2 K 

10 

 8 

 6 

4 

3 

A 
46 45 ＞ 



・手順 

1. ゴップのルールに則ってアルゴリズムを作
成した。 

 

2. アルゴリズムをもとにプログラミング言語の
Pythonを用いてコードを書いた。 

 

3. エラーを処理し、正常に動作することを確
認した。 

 

 



・アルゴリズム 

 

アルゴリズム 

戦法を読むAI - コピー.pptx


・進捗状況 

AIと対戦することは可能。 

 

対戦数が０回であるため、学習が進んでお
らず、勝率は不定である。 

 

AIの勝率が７０％程度になるかは未知。 



・考察/展望 

５００回程度対戦し、勝率を調べる。 
 

対戦者を自分たちだけに限定しない場合
はどうなるのかを検証する。 

 

対戦数を重ねても勝率が７０％より低い
場合はAIが実行する計算数を調節する。 
 

プレイしやすいように、ユーザーインター
フェースの改善もしていく。 
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